
​　今年もエネルギーまちづくり社では、スイス・オーストリアの最新のエコ建築やサーキュラー建築、自治体のエ​

​ネルギー政策を視察するツアーを実施します。​

​このツアーは、「エコ建築を作ることでどんな社会を実現したいか」をエネルギーや地域社会、コミュニティ形​

​成、そして持続可能な社会のあり方を通じて学び、考える視察ツアーです。建物を建てて終わりでなく、その活用​

​や地域やコミュニティへの取り組みなどを含めて、様々な分野を横断的に学び考えることを目的としています。​

​建築やエネルギーに関心のある方はもちろんのこと、これからの地域社会やまちづくりに興味のある方にもおすす​

​めです。​

​スイス・オーストリアの最新のエコ建築や自治体の取組みをエネルギーまちづくり社のメンバーと一緒に視察に行​

​きましょう！​

​皆さまのご参加をお待ちしております！​

​視察概要​

​視察期間​ ​2026年11月23日（月）〜27日（金）現地4泊5日​

​集合・解散​ ​スイス・チューリッヒ空港​

​募集人数​ ​10名〜15名​

​参加費​ ​693,000円※​

​募集締切​ ​2026年7月31日（金）​

​〈視察料金に含まれるもの〉​

​各施設の使用料等の視察費、通訳費、専用バスによる移動費、各種手配を含む視察コーディネート費、​

​4泊の宿泊費​

​〈視察料金に含まれないもの〉​

​スイスまでの往復航空券、海外旅行保険、昼食費、4回の夕食費​

​※現時点の想定費用であり、為替や宿泊タイプにより金額が変動するため、今後変動の可能性があります。​



​環境先進国であるスイス、オーストリアを4泊5⽇で巡り、環境を最大限に活かし地域創⽣に成功している建設・不​
​動産企業や、エネルギー政策とともに人の減らない持続可能な自治体運営をしている数千人という小規模な⾃治体​
​など、「環境やエネルギー」「ソーシャル」「サーキュラー建築」をテーマに、これからの未来に向けた取り組み​
​について、現地​​当事者​​から直接案内をいただくツアーです。​



​視察プログラム​

​11/23（月）​ ​日本​
​〜​
​スイス​
​〜​
​オース​
​トリア​

​12:00　チューリッヒ空港集合​

​ヒュットヴィーレン村の小規模な ZEB でミネルギー・P 賃貸住宅​
​元村長が家主となり開発した集合住宅「ツェンダー邸」を訪問し、ミネルギーP認証、木造・​
​コンクリート混構造、地中熱利用の特徴と運用6年の実績を学ぶ。​

​ヴィドナウ村、カーボンポジティブ木造集合住宅 Openly​
​2025年竣工の木造分譲集合住宅。自然素材と再利用建材による建築。太陽光・地中熱・ローテ​
​ク換気を組み合わせ、建物の建設と 使用中排出量よりも多くを削減する建物。​

​西オーストリア・フォアアールベルク州に移動して宿泊​

​11/24（火）​ ​オース​
​トリア​

​E5のユネスコバイオスフェアリージョン「グローセス・ヴァルサータール」地域​
​6村が連携して100％再エネ電力を達成。エネルギー自立・有機農業・観光を軸とした地域マネ​
​ジメントと脱炭素化の取り組みを学ぶ。​

​ブレゲンツの森地方ビザウ村の木サッシメーカー、ヴェルダーフェンスター社​
​ブレゲンツの森地方で 70 年前から木サッシを手仕事で製造する中小企業。社屋はカウフマン​
​さんの初期の設計。​

​ヒッティサウ村の畜舎を改修した中小企業のオフィス建築​
​木、粘土、藁断熱を使用したZEBの建物。​

​ブレゲンツのホテルあるいは村の民宿に宿泊​

​11/25（水）​ ​オース​
​トリア​
​〜​
​スイス​

​オーストリアの建築賞を授賞したホーヘンヘムズ町の中心街再活性化​
​空き家改修や小規模商店の誘致により旧市街を再生した事例を視察し、地方都市における高密​
​度化・リニューア ルのまちづくりを学ぶ。​

​2040年までに気候中立を目指すチューリッヒ市の気候エネルギー政策と建築​
​スイス最大の都市チューリヒ市を訪問し、気候エネルギー政策やネットゼロに向けた建築エン​
​ボディドカーボン低減戦略について学ぶ。​

​チューリッヒ市が開発させた解体・移築可能な架設木造・サーキュラー体育館​

​リユースされた市場ホールのフードコートで夕食（サーキュラー建築）​

​バーゼル市内のホテルに宿泊​

​11/26（木）​ ​スイス​ ​Holz100構法で建設されたシュタイナー哲学の病院クリニック・アルレスハイム​
​接着剤を使わないマッシブな木造壁Holz100工法を採用。自然建材、レームボード等。2026 年​
​秋に竣工予定。​

​サーキュラーな製紙工場リユースプロジェクト「Alti Papieri」​
​旧製紙工場をオフィス・文化拠点へ再生する大規模プロジェクトを視察し、リユース建材を活​
​用した省エネ改修と入居予定者との参加型開発の手法を学ぶ。​

​バーゼル市近辺、リユース建材市場Bauteilboerse、Münchenstein 村​
​建材や家電を解体、清掃、試験して再販。オンラインもあるが、リアルショップで仕組みを聞​
​きながら見学。健康を害して働けなくなった職人の職場復帰プロジェクトでもある。​

​バーゼル市内のホテルに宿泊​

​11/27（金）​ ​スイス​ ​サーキュラーな木造集合住宅地 LYSP８​
​リユース建材と木造・解体可能な構造を採用した集合住宅を視察し、サーキュラー建築開発の​
​手法を学ぶ。​

​持続可能な集合住宅地 Erlenmatt Ost 地区​
​持続可能な地区を目指して開発された地区。協同組合方式の建設の詳細や、サイロを回収した​
​サー キュラーなホステル、その他のオルタナティブな住居を見学予定。​

​16:36　バーゼル発 IR　～　18:04　チューリヒ空港駅到着​
​18:10頃　空港で解散、各自チェックイン・帰国​

​※プログラムは視察先の都合により変更になる事があります。​



​お申し込みについて​

​1​ ​お申し込み​ ​以下のリンク⼜はQRコードより申し込み（参加同意）フォームにご回答くださ​
​い。​
​申し込みフォーム：​​https://forms.gle/yYzrrLu2mnosxVSq5​​▶▶▶​

​先着順・最終締め切り：2026年7⽉31⽇(⾦)​

​2​ ​最小催行人数と料金の確定​ ​10名様以上のお申し込みで視察セミナーを催⾏します。​
​催⾏決定後、視察セミナーの料⾦を確定します。​

​3​ ​視察料金の入金​ ​（2026年9⽉上旬）​
​エネルギーまちづくり社よりメールにて請求書を送付いたしますので視察料⾦​
​のお振込をお願いします。​
​＊１）これ以後のキャンセルについては、プランニングの他、ホテルやバスな​
​どの⼿配業務が発⽣するため、キャンセル料金がかかります。​
​＊２）お申し込みに際し、ご⾃⾝での航空券⼿配もご準備ください。​

​キャンセルポリシー​

​下記のキャンセル料⾦がかかります。​

​入金後〜10⽉22⽇​ ​視察セミナー料⾦の10％​

​1か月前以降​ ​視察セミナー料⾦の50％​

​10日前以降​ ​視察セミナー料⾦の100％​

​その他・推奨事項​
​本プログラムは、スイス現地開催（現地集合・解散）の視察プログラムです。​

​参加者には、下記のご準備をされることを推奨いたします。​

​ーー​

​• 海外旅⾏保険（疾病、盗難、事故、損害賠償等）への加⼊。​

​• 旅⾏キャンセル保険への加⼊。​

​• 現地で使⽤できる携帯電話とeSIMなどを⽤意し、携帯番号と緊急の場合の⽇本の連絡先​

​（電話番号など）を当会に伝える。​

​• 視察先の国に関する⼀般的な海外旅⾏の⼿引き、並びに外務省の「海外安全情報」を読む。​

https://forms.gle/yYzrrLu2mnosxVSq5

